
　神奈川県は、複数のプレートがせめぎあう極めて特殊な場所に存在しています。その複雑な大地の成り立ちに　神奈川県は、複数のプレートがせめぎあう極めて特殊な場所に存在しています。その複雑な大地の成り立ちに
ついては、数多くの研究によって新しいことが明らかになることで、幾度も書き換えられてきました。近年、県内ついては、数多くの研究によって新しいことが明らかになることで、幾度も書き換えられてきました。近年、県内
の博物館学芸員をはじめとする地質の専門家らの手により、県の地質に関するこれまでの研究成果がまとめられの博物館学芸員をはじめとする地質の専門家らの手により、県の地質に関するこれまでの研究成果がまとめられ
ました。本展示では、その成果に基づき、神奈川県の大地とその成り立ちに関する最新の知見を紹介します。ました。本展示では、その成果に基づき、神奈川県の大地とその成り立ちに関する最新の知見を紹介します。
協力：神奈川県立生命の星・地球博物館、相模原市立博物館、千葉県立中央博物館、箱根ジオミュージアム、横須賀市自然・人文博物館協力：神奈川県立生命の星・地球博物館、相模原市立博物館、千葉県立中央博物館、箱根ジオミュージアム、横須賀市自然・人文博物館
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最新情報につきましては、ホームページ等でご確認下さい。

新型コロナウイルス感染症に伴う当館の対応について

イベント
プラネタリウム

開館しています
投影実施中
申込制にて開催

〇 今 後 の 状 況 に よ り 、 開 館 日 や 行 事 の 予 定 な ど が
   変 更 と な る 場 合 が あ り ま す
〇 ご 迷 惑 を お か け し て 大 変 申 し 訳 あ り ま せ ん が 、
　 ご 理 解 ・ ご 協 力 を お 願 い し ま す
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10月2日 ( 土 )～11月28日 (日 )
電波で探る宇宙　～アルマ望遠鏡10 年の軌跡

今年 2021 年はアルマ望遠鏡が科学観測を開始して 10 周年！ 電波で
見た宇宙の姿とアルマ望遠鏡 10 年の成果をご紹介します。

10月 月 火 水 木 金 土 日
１ ２ ３

午後２時 ☆ ☆

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
午後２時 ☆ ☆

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
午後２時 ☆ ☆

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４
午後２時 ☆ ☆

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
午後２時 ☆ ☆

　

　　　　　　
・定  員：26名／自由席(座れる席は二席おきになります)　・投影日時：右上の表を参照（投影は午後2時の回のみ）
・観覧料：200円（18歳未満65歳以上の方は無料／ 65歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください）
　　　　   整理券を当日午前9時より受付で配布（今回に限り代表者のみでも可、5枚まで）
                     その後、午後1時15分～午後1時45分に観覧券を販売

・観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、午後1時45分までに３階にお越しください
・入場前に連絡先の記入と検温を行っていただきます（体温が37.5℃以上の方とそのお連れ様はご入場いただけません）
・マスクの着用をお願いします　・投影開始後のご入場、途中退出はできません

☆：投影日

１０月のプラネタリウム

アルマ望遠鏡のパラボラアンテナ群
画像提供：国立天文台

展示解説会
　■日時：① 10 月 31 日（日）・② 11 月 14 日（日）　
　　各回 15:30 ～ 16:15　
　■会場：博物館講堂　
　■定員：30 名　
　■ 締切：① 10 月 19 日（火）／② 11 月 2 日（火）

特別展記念講演会「神奈川県の大地を探る」
　■講師：藤岡換太郎 氏（静岡大学防災総合センター 客員教授）
　　　　    平田大二 氏（神奈川県立生命の星・地球博物館館長
		  　　／ 日本地質学会 副会長）
　■日時：12 月 18 日（土）13:00 ～ 15:15
　■会場：博物館講堂　
　■定員：30 名　
　■ 締切：12 月 7 日（火）

野外観察会「神奈川県域ジオツアー」
　■講師：①【足柄エリア】：田口公則 氏
　　　　　　　　　（神奈川県立生命の星・地球博物館 学芸員）
　　　　　②【三浦半島エリア】：柴田健一郎 氏
　　　　　　　　　（横須賀市自然・人文博物館 学芸員）
　　　　　③【箱根エリア】：笠間友博 氏
　　　　　　　　　 （箱根ジオミュージアム学芸員
		  　／ 神奈川地学会 会長）
　■日時：① 11 月 28 日（日）／ ② 12 月 4 日（土）／ ③ 1 月 9 日（日） 
　　　　   各回半日程度
　■定員：各回 15 名
　■締切：① 11 月 15 日（月）／ ② 11 月 22 日（月）／ ③ 12 月 23 日（木）  

特別展「神奈川の大地」関連行事　(すべて事前申込制になります )

【申し込み方法】各イベントとも、往復はがき、または博物館ホー
ムページの応募フォームに行事名・氏名・住所・電話番号を記入
してお申し込みください。一申し込みにつき 2 名まで。応募者多
数時は平塚市内在住者を優先し、抽選。      締切当日消印有効。
■ WEB 応募フォーム：https://hirahaku.jp/tokuten/2021geo/

作家作家中中
なかなか

勘勘
かんかん

助助
すけすけ

の詩をの詩を詠詠
よよ

む日 と々平塚の自然む日 と々平塚の自然
寄贈品コーナー

会期：10 月 2 日（土）～ 11 月 3 日（水祝）場所：1 階寄贈品コーナー
　小説『銀の匙』で知られる作家中勘助は大正 13(1924) 年末から昭和 7(1932) 年の間、平塚に住み、日々を日
記風随筆『しづかな流

ながれ

』として残しています。今回の展示では、平塚時代の中勘助の文化的功績を市民に知っても
らいたいと活動している「平塚ゆかりの作家　中勘助を知る会」の全面的な協力を得て、『しづかな流』を基に中
勘助の詩から当時の生活や平塚の自然を紹介します。

＜出演・監修＞　平松 正顕 ( 国立天文台天文情報センター )
＜ナレーション＞　辻本あかり

自然教室「秋の里山を歩こう」
日時：11 月 13 日 ( 土 ) 午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分　／　場所：吉沢地区
定員：20 名（小学生以下は保護者同伴のこと。応募多数時は平塚市内在住者を優先し抽選。)
申込：往復はがき ( 行事名・参加者全員の氏名・ 住所・電話番号を記入 ) もしくは、
　　　博物館ホームページの応募フォームから申込み
締切：11 月 1 日 ( 月 )　 当日消印有効　フォームの場合は同日中　／　備考：雨天・荒天時中止 カラスウリの実



石仏見学会石仏見学会　　岡崎の石仏めぐり岡崎の石仏めぐり

▶円徳寺の雨乞い地蔵
　干ばつ時にこの地蔵
を縄で縛って担ぎ出し、
鈴川に放り込みます。
そして雨が降るまで毎
夕念仏を唱え、雨が降っ
たら地蔵を寺へ納める
という風習が戦前まで
ありました。　

日時：10 月 31 日（日）午前 10 時～午後 0 時 20 分
場所：平塚市岡崎（駒形神社、大光院、円徳寺、岡崎神社など）
定員：15 名（応募多数時は平塚市内在住者を優先し抽選）
申込：往復はがき、または博物館ホームページの応募フォームに
　　　てお申し込みください（下記の QR コードもご利用くださ
　　　い）。往復はがきの場合は、行事名・参加者氏名・住所 ・
　　　電話番号を記入してください。
締切：10 月 15 日（金）当日消印有効　フォームの場合は同日中
雨天：博物館講堂で石仏の解説を行います。

　石仏を調べる会の案内と解説で平塚市岡崎の石造物を訪ねます。石仏の見方や種類、
石仏に込められた願い、時代による石仏の移り変わりを学んでみませんか。

考古学入門講座「はじめての縄文時代」
　今年、世界遺産となった「北海道・北東北の縄文遺跡群」。では、その今年、世界遺産となった「北海道・北東北の縄文遺跡群」。では、その縄文時代とはいったいどんな時代だったのでしょ縄文時代とはいったいどんな時代だったのでしょ
うか。今年度は知っているようで意外と知らない縄文時代をとり上げまうか。今年度は知っているようで意外と知らない縄文時代をとり上げます。この時代についてちょっと詳しくなれるカモ。す。この時代についてちょっと詳しくなれるカモ。

開 催：第 1 回　10 月 30 日 ( 土 )、第 2 回　11 月 27 日 ( 土 )、第 3 回　開 催：第 1 回　10 月 30 日 ( 土 )、第 2 回　11 月 27 日 ( 土 )、第 3 回　12 月 25 日 ( 土 )12 月 25 日 ( 土 )
　　　各回とも午前 10 時 00 分　～　午前 11 時 30 分 ( 開場は午前 9　　　各回とも午前 10 時 00 分　～　午前 11 時 30 分 ( 開場は午前 9 時 30 分 )時 30 分 )
会場：博物館講堂会場：博物館講堂
定員：30 人 ( 応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )定員：30 人 ( 応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )
申込：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号・希望日を記入 ) もしくは、 申込：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号・希望日を記入 ) もしくは、   博物館ホー ムページの応募フォーム博物館ホー ムページの応募フォームからから
　　    申込み（往復はがきの場合 1 枚で１名まで )　　    申込み（往復はがきの場合 1 枚で１名まで )
締切：10 月 18 日 ( 月 )　 当日消印有効　締切：10 月 18 日 ( 月 )　 当日消印有効　フォームの場合は同日中フォームの場合は同日中　　　　

この申し込みで３回分まとめての応募となります。この申し込みで３回分まとめての応募となります。
　　各回ごとのお申し込みではありません。各回ごとのお申し込みではありません。
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星を見る会以外の行事は右のＱＲコードから申込ができます。
現在受付中の行事
自然教室（11 月 1 日（月）まで）／ 望遠鏡を作ろう（10 月 22 日（金）まで）／考古学入門講座（10 月 18 日（月）まで）
石仏めぐり（10 月 15 日（金）まで）

星を見る会　遠くの惑星たちを見よう

日時：11 月 26 日 ( 金 ) 午後 7 時～午後 8 時 30 分　／　会場：博物館屋上
定員：15 組（1 組 4 人まで、応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )
申込：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号を記入 ) もしくは、
　　   博物館ホームページの応募フォームから申込み ( 左の QR コードもご利用ください )
締切：11 月 13 日 ( 土 )　 当日消印有効　フォームの場合は同日中

めったに見る機会がない遠くの惑星たち、天王星と海王星の観察にチャレンジしま
す。模様は見えませんが、色に注目です。

望遠鏡を作って月食を観察しよう体験学習

日　　   時：① 11 月 13 日 ( 土 )　／　② 11 月 14 日 ( 日 )　各日午後 3 時 30 分～午後 5 時
会　　   場：博物館科学教室
対象・定員：各日小学生以上 5 名（応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )
申 　　  込：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号・希望日を記入 ) もしくは、 
　　　　　  博物館ホー ムページの応募フォームから申込み（往復はがきの場合 1 枚で 2 名まで )
参　加　費：2,300 円　／　締　　切：10 月 22 日 ( 金 )　 当日消印有効　フォームの場合は同日中

　2021 年 11 月１9 日 ( 金 )、5 月に引き続き今年 2 回目の月食が見られます。今回は部分月食ですが、かなり大き
く月が欠けます。そんな月食を自分が作った望遠鏡で観察してみませんか？望遠鏡の工作や使い方の説明だけでな
く、月食のしくみや観察のポイントもお話します。

工作する望遠鏡
( 三脚はつきません )

作家作家中中
なかなか

勘勘
かんかん

助助
すけすけ

の詩をの詩を詠詠
よよ

む日 と々平塚の自然む日 と々平塚の自然

カラスウリの実



【来館のご案内】
開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
入 館 料：無料
プラネタリウム観覧料：200 円（減免などの詳細は２頁参照）
休 館 日：月曜日（祝日の場合は火曜日に振り替え）
　　　　 月末日（特別展開催期間や土・日曜日は開館）
　　　　 年末年始・くん蒸・点検等
　　　　 その他、予告なく休館する場合もございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ご了承ください。

　　　　　◎新型コロナウィルス感染拡大防止のため、マスク着用など咳エチケットの徹底にご協力をお願いします。
　　　　　◎展示をご観覧の際は、他の来館者に手が届かない程度の距離を保つように心がけてください。
　　　　　◎展示室内での会話をお控えください。
　　　　　◎展示物にはお手を触れないようお願いします。
　　　　　◎以下のような方はご来館をお控えください
　　　　　　・咳や 37.5℃以上の発熱など、風邪のような症状のある方
　　　　　　・過去２週間以内に発熱や感冒症状で受診や服薬などをされた方
　　　　　　・過去２週間以内に海外への渡航歴がある方
　　　　　　・感染もしくは感染の疑いのある方が身近にいられる方　　　　　　　　　ご協力お願いいたします。

ご
来
館
の

皆
様
へ
の
お
願
い

平塚市のＬＩＮＥ、平塚市博物館の Twitter でも情報を随時更新しています。友達登録、フォローをお願いします。
LINE：平塚市公式 LINE（@hiratsukacity）　　／　　Twitter：平塚市博物館【公式】（@hirahaku_）
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博物館行事カレンダー10月 11月※予定は変更になる場合があります

10月の休館日：４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　◎ : 参加自由　☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　◎ : 参加自由　

無印 : 年間会員制　　プ ： プラネタリウム一般投影　無印 : 年間会員制　　プ ： プラネタリウム一般投影　

特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ：情報コーナー展示特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ：情報コーナー展示
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2 火
3 水
4 木 展示解説ボランティアの会 講堂
5 金 古文書講読会 講堂

6 土

地球科学野外ゼミ 野外

☆

新
着
資
料
展
【
人
文
】（
12
月
5
日
ま
で
）

祭りばやし研究会 科学教室
天体観察会太陽分科会初心者コース 講堂
天体観察会　定例会 講堂

7 日 平塚の古代を学ぶ会 科学教室 ☆
8 月 休館
9 火 聞き書きの会 特別研究室

10 水

11 木
石仏を調べる会 講堂
古代生活実験室 科学教室

12 金 古文書講読会 講堂

13 土
東国史跡踏査団 野外

☆○ 望遠鏡を作って月食を観察しよう 科学教室
○ 自然教室 野外

14 日
○ 秋期特別展展示解説会 講堂 ☆
○ 望遠鏡を作って月食を観察しよう 科学教室

15 月 休館
16 火

17 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 野外

18 木
19 金 古文書講読会 講堂

20 土
地域史研究ゼミ 特別研究室

☆平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
○ 天文学入門講座（申込終了） 講堂

21 日 生き物ズームプロジェクト 科学教室 ☆
○ ISS ロボットプログラミング講座 講堂

22 月 休館

23 火
24 水
25 木 石仏を調べる会 講堂

26 金 古文書講読会 講堂
○ 星を見る会 野外

27 土 天体観察会　流星分科会 講堂 ☆
○ 考古学入門講座 講堂

28 日 天体観察会　天文分科会 講堂 ☆
○ 神奈川県域ジオツアー「足柄エリア」谷峨周辺

29 月 休館
30 火 天体観察会　太陽分科会 講堂

プ 特 寄 情
1 金 古文書講読会 講堂 ポ

ス
ト
特
別
展
「
平
塚
空
襲
　
そ
の
時
、そ
れ
ま
で
、そ
れ
か
ら
」（
10
月
17
日
ま
で
）

2 土 東国史跡踏査団 野外 ☆ 電
波
で
探
る
宇
宙
　
～
ア
ル
マ
望
遠
鏡
10
年
の
軌
跡
～
（
11
月
28
日
ま
で
）

作
家
中
勘
助
の
詩
を
詠
む
日
々
と
平
塚
の
自
然
（
11
月
3
日
ま
で
）

3 日 地球科学野外ゼミ 野外 ☆
○ 最新天文学講座（申込終了） 講堂

4 月 休館
5 火
6 水

7 木 展示解説ボランティアの会 講堂
古代生活実験室 科学教室

8 金 古文書講読会 講堂

9 土
祭りばやし研究会 科学教室

☆天体観察会太陽分科会初心者コース 講堂
天体観察会　定例会 講堂

10 日 平塚の古代を学ぶ会 科学教室 ☆
11 月 休館
12 火 聞き書きの会 特別研究室
13 水
14 木 石仏を調べる会 講堂

15 金 古文書講読会 講堂
○ 星を見る会 屋上

16 土 ☆
17 日 ☆
18 月 休館
19 火

20 水 民俗探訪会 野外
裏打ちの会 科学教室

21 木
22 金 古文書講読会 講堂 ア

ル
マ
が
見
た
宇
宙（
令
和
4
年
1
月
22
日
ま
で
）

23 土
地域史研究ゼミ 特別研究室

☆
神
奈
川
の
大
地
（
令
和
4
年
1
月
10
日
ま
で
）

平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
○ 天文学入門講座（申込終了） 講堂

24 日 生き物ズームプロジェクト 野外 ☆
25 月 休館
26 火 天体観察会　太陽分科会 講堂
27 水
28 木 石仏を調べる会 講堂
29 金

30 土
○ 考古学入門講座 講堂 ☆天体観察会　流星分科会 講堂

31 日
○ 石仏めぐり 野外

☆
○ 秋期特別展展示解説会 講堂


